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    開     会 

 

 

○佐々木榮七委員長 おはようございます。 

  これより15日に引き続き、予算特別委員会を

開会いたします。 

  本日の会議に欠席の通告委員は、ございませ

ん。よって、ただいまの出席委員は定足数に

達しております。 

  それでは、15日に引き続き、各会計予算の細

部審査を行います。 

 

  議案第１号 平成１６年度長井市一 

  般会計予算についての質疑 

 

○佐々木榮七委員長 最初に、５款労働費、６款

農林水産費について、質疑を行います。 

  69ページから83ページまでであります。 

  ご質疑ございませんか。 ＋
   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 ほかに質疑もないので、５

款及び６款の質疑を終結いたします。 

  次に、７款商工費、８款土木費について、質

疑を行います。 

  84ページから95ページまでであります。 

  ご質疑ございませんか。 

  17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 商工観光課長にお聞か

せ願います。84ページの町中活性化事業委託料

の50万円について、協議会の方に出した資料に

よりますと、「あやめの里昔語り、昔あったけ

ど」を作成するというのと、この組織をつくる

と。語り継ぐ会の組織化を図るというふうなこ

とが目的にようでありますけれども、物をつく

るのと、組織をつくるのと、またはそれの準備

する人の内訳、これの使い方の内訳についてお

聞かせください。 

○佐々木榮七委員長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 ただいまの質問は、あ

やめの里昔語り事業委託料の件でございますね。

それにつきましては、全体として68万円という

金額で委託したいというふうに考えております。 

  内訳といたしましては、ただいま委員のご質

問にありましたとおり、組織づくりと、あと

「昔あったけど」という冊子の編集・印刷とい

うふうに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○佐々木榮七委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 ここの部分というのは、

そういう民話なんかする人がいて、あと、この

昔語りを通したホスピタリティーの提供に努め

るというのは、要するに、市内の人でなくて、

ここの部分は観光客の方にそういうふうな事業

をやっていくというふうになりますか。 

○佐々木榮七委員長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答え申し上げます。 

  観光でございますから、市外の方をまず想定

をしているところでございますが、やはり昔語

りというふうな、収集というふうなこともござ

いますので、そういったものをぜひ市内の方々

にもご理解いただきたいながら、やはり長井市

というふうな地域をみんなで宣伝をしていこう。

温かい心でお迎えしようという気持ちを醸成と

いう部分もございますから、そういった部分も

含めて考えているところでございます。 

○佐々木榮七委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 大変いいと思いますが、

こういう部分の事業というのは、どちらかとい

うと文化的なところが担当してやってきた部分

だと思うのですけれども、そこの部分の準備を、

例えば文化生涯あたりでなくて、ここですると

いうのは、いわゆるこういう事業しかできない

ようになりますか。入ってくる方として、お金

の使い方としては。そこはどうですか。 

○佐々木榮七委員長 那須宗一商工観光課長。 

―２８９― 



 

＋

○那須宗一商工観光課長 この事業につきまして

は、委員もご承知のとおり、緊急地域雇用措置

特別基金事業を利用して実施するものでござい

ます。確かに民話の収集という部分については、

文化生涯学習課所管というふうな考え方もでき

る部分がございますが、やはり私どもとしては、

観光面でやはり、今まではどちらかというと名

所・旧跡、例えば長井で言いますと花観光とい

う部分だけにとどまってきたわけですが、やは

り観光客に長い時間、長井の中にとどまってい

ただくには、それだけではちょっと足りないの

ではないかということで、そこにはやはり長井

のらしさを観光客の皆さんにご理解いただくと

いう視点で、こういった事業を考えたところで

ございます。 

  以上でございます。 

○佐々木榮七委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

＋ ＋

○１７番 蒲生吉夫委員 こういう事業というの

は単発的で、短期間やれば終わりなのですね。

去年もこういう事業をやりましたね、町中散策

ガイド事業委託。去年ではないです、今年度の

事業ですね。それも半年間だけだったですね。

半年間やったけれども、その後、決算が出てい

ないからですけれども、成果品みたいなものは

何も出て、雇用がないのですね。その中で、同

じく333万円だったのですね、今年度の事業が。

こういうものというのは、短期間で雇用して、

本当はその後もまた雇用していくようなめどを

つけていけというのがこの事業なのですね。そ

の意味では、今回どういう人が雇用されて、短

期間の雇用になるかわからないのだけれども、

その後どうするかというところまで、やはりめ

どをつけていかないと、何が応対して、こうい

うものをやってみたいと。その後、また退職し

て、職を失うのですよね。それでは、この緊急

雇用対策の役に立たないのではないかというふ

うに思うのですね。その予算の目的が達成され

ないのではないと。物をつくって終わるという

ことではなくて、その後どういう使い方をする

かと。ここがやはり緊急雇用の場合には、全体

の予算の、これだけじゃないですよ。今これを

取り上げて言っているのですけれども、そうい

う意味でも、ここはどうなのですか。その後の

雇用については。 

○佐々木榮七委員長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答え申し上げます。 

  本年度実施いたしました町中散策ガイド事業

について、確かに６カ月間という、この事業の

性格上、制約もございますので、そういった形

で雇用をさせていただきながら、事業を進めさ

せてもらいました。 

  お一方については、新たな職につかれておら

れる方もおりますし、もう一方についても、新

たな職についておられます。国からも、このた

びやはり６カ月間という短期雇用だけの事業で

ございますので、それ以降の就職といいますか、

その部分についても十分配慮するようにという

ふうな文書も参っているところでございます。

委員おっしゃるように、やはりその部分につい

て、きちんとした形で前もって考えておくとい

うのは、大変大事なことだというふうに私ども

も考えておりますが、なかなか現実的な問題と

してそこまで十分な手当ができていたかという

部分については、残念ながら、十分ではなかっ

たかなというふうに考えるところもございます。 

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 86ページの委託料ですが、

マツノザイセンチュウ予防業務委託料97万円の、

この内訳を教えてください。 

○佐々木榮七委員長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答え申し上げます。 

  この委託料につきましては、つつじ公園の松

とあやめ公園の松、それに対するマツノザイセ

ンチュウの予防業務でございます。つつじ公園

の松が約134本、あやめ公園の松が125本ござい

まして、これを半分ずつに区分けをして、それ

―２９０― 

＋



 

ぞれ年度ごとに計画的に実施しているものでご

ざいます。 

  先日も、先週の日曜日でございますが、マツ

ノザイセンチュウ薬剤の注入業務の講習会など

も、一緒にさせていただいたところでございま

す。 

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 講習があったのは13日で

すね。土曜日ですね。土曜日の10時からです、

私も行ってきましたので。半分ずつやると。で

すから、この97万円というのは、あのときの説

明ですと、１本2,500円ぐらいするというお話

でしたよね。何本、これ注入する予定になって

いますか。 

○佐々木榮七委員長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 それぞれですので、

134本の半分と125本の半分ですから、76本です

か。と64本というふうになります。ただ、この

ほかに、それはあくまでも半分ずつという、計

画的にやっていますが、そのほかに若干状況を

見ながら注入するというのもございますので、

何本ずつというのは、実際に実施する段階で改

めて見ながらやっていくということになります。 

＋

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 私が聞いているのは、樹

帯によって注入する本数が違うわけですよね。

１本に１本じゃないわけですよ。ですから、そ

のことを聞いていたのですが、それはいいです

よ。説明だと４年間、薬の効果が残るというこ

とでしたので、つまり１回注入をしますと、４

年間はしなくていいと、こういうことなのです

ね。今まで半分ずつやると言っていましたが、

今までやってこなかったのですか、これは。こ

の半分やるというのは、例えばずっとやってき

ていれば、４分の１で間に合うということにな

りませんか。 

○佐々木榮七委員長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 おっしゃるとおりの部

分もございますが、私の方で公園の松について、

確かに私の聞いている範囲では３年だと、当初

聞いておったのですが、やはりできるだけ薬の

濃度がある程度、余り下がらないうちに、効果

ができるだけ継続されるようにということで、

半数ずつというふうにはしてまいったところで

ございます。これまでもそういった形で注入業

務は行ってまいりました。一部元気な松につい

ては、少し注入業務をやってこなかった松も一

部ございましたので、そういったものも含めて

計画的にこれからもしていきたいというふうに

考えております。 

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 弱った松にしても意味が

ないわけですよね。予防ですから、これは。ザ

イセンチュウが入ってきたときに、それをガー

ドするという予防の薬ですから、元気な松にし

なければ何の意味もないですよ。 

  市長にお伺いしますけれども、昨年の６月に

私はこの関係の質問をしまして、いわゆる松く

い虫の対策に関する検討委員会をつくって、個

人の、いわゆる銘木に値するような松の保存に

ついても考えていくべきだと申し上げました。

しかし、今回はそういった関係の予算が全然措

置されておりません。これは、どういうふうな

考え方でそうなったのか、あるいはまた、検討

委員会でどうのようなことを検討されて、これ

からどうしていこうとしているのか、市長もし

くは市民課長にお尋ねしたいと。 

○佐々木榮七委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 詳細につきましては、関係課長

から答弁します。 

○佐々木榮七委員長 小泉良一市民課長。 

○小泉良一市民課長 お答えをいたしたいと思い

ます。 

  委員の質問があって以降、検討委員会を庁内

で開催をいたしまして、そして庁内の方から、

あるいは文化財の管理する方々から、守るべき

―２９１― 



 

＋

松という部分について拾い出しをいたしました。

その中で、おっしゃるように２年から３年くら

いずつ注入をすればということで補助金要綱を

作成をいたしまして、そして、その予算要求を

行ったところでございます。要綱につきまして

も、私どもの方では決裁をいただいたところで

ございました。 

  それで予算要求をしたのでありますが、なか

なか財政上のことで予算がつかなかったという

ふうになったところでございます。 

  以上でございます。 

   （「この後についてどうだとも聞いている

のだ。ことしのことはわかったから、来年度以

降どうだというのも聞いているのだ。」と呼ぶ

者あり） 

○佐々木榮七委員長 小泉良一市民課長。 

○小泉良一市民課長 担当課としましては、粘り

強くその補助のことで進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

＋ ＋○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 粘り強くって、それは粘

り強くもやるのでしょうけれども、結局は財政

課もしくは市長の一刀両断で切り捨てられるじ

ゃないですか。だから、私が言っているのは、

16年度はしようがないとしても、この後につい

て、そういったことをちゃんと検討していく気

があるのかないのかですよね。そこがトップと

して市長の見解を求めます。 

○佐々木榮七委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ご指摘の意見を十分配慮して、

来年度から当たりたいと思います。 

○佐々木榮七委員長 ほかにご質疑ございません

か。 

  ほかに質疑もないので、７款及び８款の質疑

を終結いたします。 

  次に、９款消防費から13款予備費について、

質疑を行います。 

  95ページから116ページまでであります。 

  ご質疑ございませんか。 

  15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 生涯学習推進費105ペ

ージの市制50周年記念事業委託料についてお聞

きをいたします。 

  初めに、この内容について担当課長からお聞

きいたします。 

○佐々木榮七委員長 蜂谷 潔文化生涯学習課長。 

○蜂谷 潔文化生涯学習課長 お答えいたします。 

  この50周年記念の事業につきましては、仮称

ではありますけれども、永世棋聖米長邦雄氏講

演会並びに子供将棋大会を開催するというふう

なことでの委託料でございます。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 将棋愛好者の長井市内

の状況は、現在どのようなっておりますか。 

○佐々木榮七委員長 蜂谷 潔文化生涯学習課長。 

○蜂谷 潔文化生涯学習課長 お答えいたします。 

  愛好者の数については、ちょっと把握してお

りませんけれども、この記念事業につきまして

は、小学生と中学生を対象にというふうなこと

で考えている事業でございまして、あと、その

ほかに講演会というふうなことでの内容でござ

います。一応、各小学校の方に、今後４月以降

というふうになるかと思いますけれども、将棋

クラブ的なものをつくっていただきまして、そ

れで将棋の普及を図りながら、この将棋大会に

向けて進めてまいりたいというふうなことで考

えておるところでございます。 

  なお、土曜ランド事業でも、いろいろ将棋大

会といいますか、将棋を行っている地区がある

わけでありますけれども、数についても、ちょ

っとはっきり把握しておりませんけれども、五、

六十人ぐらいは今のところはいるのではないか

なというふうに思いますが、ちょっとはっきり

数字的にはわかりませんが、そんな状況でござ

います。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

―２９２― 
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○１５番 藤原民夫委員 私もこの分野には詳し

くないのですが、将棋連盟とか、あるいは山形

新聞紙上によく載る将棋大会などがありますね。

これなどの参加とか、あるいはそういった愛好

者の状況なども全然つかんでおられないのです

か。 

○佐々木榮七委員長 蜂谷 潔文化生涯学習課長。 

○蜂谷 潔文化生涯学習課長 お答えいたします。 

  将棋のこの大会に向けての普及でありますけ

れども、一応日本将棋連盟の長井支部というの

がございまして、そこに会員が20名前後といい

ますか、ちょっとはっきり数字はわかりません

けれども、おられますので、その方を普及員と

いうふうな形で今後、その大会に向けて進めて

まいりたいというふうなことで、今考えている

ところでございます。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 課長、ちゃんと知って

おられるんじゃないですか。長井支部の状況と

会員数まで。私、さっきそれをお聞きしたので

すよ。むしろ市長の方がご存じなのかな。市長

に今その辺お聞きしますが、どうでしょうか。 

＋

○佐々木榮七委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 私も長井支部の会員です。それ

から、前に川西支部にも払っていましたので、

両方に入っておりまして、市長になる前はあや

め将棋大会など毎年ありますから、私も出てお

りました。子供を連れていったこともあります。 

  この事業については、11月に米長さんが川西

においでになったときに、自分は東京都の教育

委員として、東京都の将棋大会を都庁で相当

400人ぐらい集めてやっていると。今、3,135あ

る地方自治体で、全部の子供たちにぜひ将棋大

会を継続してやらせたいというのが、自分のラ

イフワークだとおっしゃっておられました。 

  今、非常に囲碁はブームなんですが、かつて

の羽生さんの７冠王のときの将棋ブームに比べ

れば、非常に少なくなりました。しかし、将棋

は一種の礼で始まり、礼で終わります。伝統文

化でもありますし、それから対話でもあります

ね、指し手によって。そうすると、非常に相手

がどう読んでいるのか、こちらはどう対応して

いくのか。頭脳スポーツとしても非常に高度な

ものだと思っております。 

  こういった将棋という伝統文化を根づかせた

いという米長さんは、将棋連盟のナンバーツー、

専務理事でもありますが、会長は中原さんです

けれども。そういった心意気をお聞きして、講

演で来ると倍以上かかるのだそうですが、将棋

大会の審判をして、その後、講演ということに

なると、とにかく半額ぐらいでやるから、ひと

つやらせてほしいということを川西町や高畠と

か飯豊の方もいますが、あの支部は。私のとこ

ろにもお話がありました。事務所とやりとりし

ているうちに、ぜひ土曜ランド等も六、七十人

と言ったかな、教育長さんにもお聞きしました

ら、ありますので、これはやはり、将棋の駒は

95％天童でもありますし、天童は将棋で人間将

棋なんかでも、大分観光でもやっておられます

し、タイトル戦なんていうのは、３分の１ぐら

いは天童温泉、あるいは葉山とか、いろいろな

ところでやっておりますので、やはり山形県の

中でも、そういった子供たちにやって、教育の

一環として、あるいは伝統芸能の一環としてや

ることは、有意義なのではないかというふうに

思いまして、今回、50周年にあわせ計画をさせ

ていただいたところであります。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 将棋に対する将棋の造

詣の深さは理解できますけれども、その中でこ

ういう大会のような形でやらせてほしいといっ

た団体があるというふうなお話ですが、どうい

う団体から要請があったのですか。 

○佐々木榮七委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 それをやらせてほしいという直

接の要請は、米長将棋連盟の専務理事であり、
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支部の皆さんですね。そして、支部の皆さんが、

今度は子供たちをバックアップして、各自治体

で検討しようという話で、11月の初めに話をし

たわけでありますが、それを具体化したのが長

井市だと。そのときに、やはりその地域のそう

いう地域の皆さんに、土曜ランドなんかでも講

師として応援していただいているからぜひ頼む

というふうに私も申し上げましたし、教育委員

会からも申し上げさせていただいたと。あと、

私が学校の皆さんにもクラブ活動として将棋を、

ひとつこれからもことしだけに限らず継続的に

クラブをつくってほしい、やる環境を整えてほ

しいというふうに私は今思っているところであ

ります。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

＋ ＋

○１５番 藤原民夫委員 私は、この50周年記念

事業でこういうものを取り上げるべきでないと

か、あるいは将棋の文化に対してどうこう言っ

ているのではないのです。この事業を取り上げ

るには、一体どういうふうな下地といいますか、

文化的な下地が市内にあって、そして大いな盛

り上がりで50周年という記念すべき事業でこれ

を取り上げるようになったという、そのいきさ

つをお聞きしたいのですよ。お聞きしますと、

まず第１番には、市長自身が非常に造詣も深い

し、何とかして米長さんとのつき合いなどもど

こかであって、それでやりたいというふうなこ

とになって、それをそちこちに言って実現した

ということのようでありますが、しかし、こう

いった事業をそのような形に特定して、事業を

展開するということについては、いかがなもの

でしょうか。それでいいのでしょうか。 

○佐々木榮七委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 50周年については、各担当課等

もいろいろとアイデアを出すように、あるいは

アイデアをいろいろ出してまいりました。なる

べく、しかし、財政再建中ですからささやかに

というか、むだにならないように、それから将

来につながるように、こういう中での私は一つ

だと思います。 

  ただ、これは、一つは伝統芸能ということで

ありますから、補助等も考えられるわけであり

まして、これはしかし、まだ決定もしておりま

せんから、申請等もさせてもらおうと思ってお

りますし、それは負担の部分ではなるべくかか

らないような配慮をしてまいりたいというふう

に思っております。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 教育長にお尋ねします

が、この事業を決定するに当たって、しかるべ

き教育委員会なり、あるいは社会教育委員会な

り、そういったところに質問されたと思うので

すね。そういった方々のご意見はどのようなも

のだったのですか。 

○佐々木榮七委員長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 予算要望をしておりますので、

事前に教育委員会の中で、各予算項目について

ご説明申し上げましたけれども、この件につい

て特別どうのこうのということはございません

でした。 

  ただ、教育長として、私の立場で考えている

ことをちょっと申し述べさせていただきますけ

れども、50周年の記念事業、これはややもする

と、大人だけの記念事業になりやすいのではな

いかというようなことで、ぜひ次代を担う子供

たちにも、50周年記念という場に参加いただい

て、そして今後の長井市に向けていろいろ考え

を深めていただければ、そういう機会をつくり

たいということがひとつございました。 

  それから、市長や担当課長の方から答弁あり

ましたように、市内では土曜ランドの中でも将

棋を実施しておりますし、子供たちだけを考え

ればですよ。それからあと、学校でも長井小学

校とか致芳小学校とか、既にクラブをつくって、

そして取り組んでいる学校もございます。 

  また、特に小・中学生を見ますと、これはよ
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しあしは別として、どちらかというとスポ少で

あるとか、運動面に子供たちが少し傾斜する傾

向が見られると。やはり中には、スポーツの方

を余り得意としない、そして文化面の方で活躍

したいという子供たちも結構いるのではないか

と。そういう子供たちにこういう機会をとらえ

て、そして、またその将棋の持っているよさな

んかも味わってもらっていいのではないかとい

うようなことで、今回の市制施行50周年記念と

しては取り上げますけれども、子供たちの活動

としては少し長く、今後も持続させていきたい

と、そんなふうに思っているところでございま

す。 

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 101ページの、委託料の

関係ですね。パソコンの保守委託料、それから、

次の103ページの中学校費の保守委託料60万円、

これについて管理課長、お伺いしますけれども、

小学校の場合、この台数、中学校とは全然台数

が違うと思うのですが、中学校と小学校の委託

料がこういうふうに金額的に差異があるという

のは、どういう関係ですか、これは。 

＋

○佐々木榮七委員長 平 英一管理課長。 

○平 英一管理課長 お答えいたします。 

  小学校費の保守委託料33万6,000円につきま

しては、このたび新しく入ります、ちょうど入

札も終わったのでございますけれども、致芳小

学校と西根小学校の委託料でございます。新し

く出てきました。新規でございます。 

  あと、中学校分につきましては、これは毎年

の継続ということで60万円でございます。 

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 今回、致芳と西根が債務

負担行為で入れる予定ですね。入れたのかどう

だかわかりませんが、入れる予定になっており

ます。これについてはリース契約になるので、

保守委託料が新規に発生すると、こういうこと

の考え方でよろしいのか。それから、中学校の

保守委託料については60万円ですけれども、こ

れ実際に保守点検、これはどのようなことをや

っています、どこの業者がどのようなことをや

って、その記録は全部残っているのですかね。 

○佐々木榮七委員長 平 英一管理課長。 

○平 英一管理課長 お答えいたします。 

  中学校の方につきましては、ちょっと資料の

持ち合わせがありませんが、小学校分につきま

して、これは月１回の巡回ということで、リー

スの方に保守が含まれておりませんで、別な業

者を予定しております。 

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 そうすると、これはまだ

業者は全然決まっていないということですか。

過去に、例えば去年だって委託料はあったです

よね。どういう、点検しにきて、ずっと見てい

て、それで終わりで、その点検した結果の記録

簿とか何とかは残っていないのですか。その点

はどうですか。 

○佐々木榮七委員長 平 英一管理課長。 

○平 英一管理課長 お答えいたします。 

  記録は残っておるはずです。ただ、今回予定

しております小学校分につきましては、巡回、

それとあと、故障したときにすぐ行って、部品

を取りかえるとか、そういった素早く対応して

いただくように考えております。 

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 私はこういう保守点検委

託料であるとか、そもそも複写機の借上料だと

か、これは大体、こういう予算執行のあり方と

いうのは、そもそも検討すべき項目の一つだと

思って、考えているのですよ。例えば、これは

直接関係ありませんけれども、水道事業所の複

写機使用料、これは年間で約30万円払うわけで

すよね。毎年払っていくわけですよ、これ。例

えば、自分がコピー機を調達しようとしたとき、

毎年毎年30万円ずつ払うなんてことを考えます

かね。一番安いコストでできることを考えます
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よね。これは役所の仕事も同じだと思うのです

よ。だから、こういうやり方で果たしていいの

かですよね。いろいろ検討した結果、これがベ

ターだということになれば、それはそれでいい

ですよ。しかし、再検討する必要があるのでは

ないかと。この保守点検についてもそうです。

つまり、今ほとんどの場合、中学校のパソコン

も小学校もパソコンも、故障なんていうのは発

生しないと私は思います。そんなに難しい機能

を駆使しているわけじゃなくて、それから変な

使い方もしているわけじゃなくてですから。画

像の取り込みとか、インターネットとか、そん

な程度で故障するのだったら、大体今は売りま

せんよ、そういう機器類は。ですから、こうい

うことについても、本当にどういう保守点検の

あり方がよろしいのか、これはやはり再検討し

て、予算執行について疑義が生じないように工

夫していくべきではないのかなというふうに私

は思いますけれども、市長はどう考えられます

か。 

○佐々木榮七委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 予算はやはり単年度主義で、し

かも単年度になるべく、こういうふうに厳しい

時期は少ないという意味で、リースというのが

これまであったと思います。しかし、ずっと５

年、10年のスパンで見ると、リースの方が高い

という場合の方が、私はご指摘のようにあると

思いますね。非常に機器も日進月歩ですからと

いうこともありますが、だから、これはやはり

リースがいいのかどうかについては、これから

担当課にも検討するようにと、それから、保守

点検についても見直すようにというふうに指示

をしたいと思います。 

○佐々木榮七委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 管理課長にお願いしてお

きますが、中学校の点検した記録簿ですね。ど

ういうふうにして記録したのか、どこの業者が

ですね。そういう詳細について後でお願いいた

します。資料の提出をお願いしたいと思います。

いかがですか。 

○佐々木榮七委員長 平 英一管理課長。 

○平 英一管理課長 資料の方を提出いたします。 

○佐々木榮七委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 文化生涯学習課長にお

聞きします。111ページの文教の杜管理運営委

託料ですが、前年度に比較して40万円プラスの

予算のようでありますが、この部分、旧郡役所

の整備に伴いということだろうというふうに思

います。さまざまなここの部分は、今回の議会

でも議論になっているように、夕方以降、夜で

すね、要するに。夜間の使用も使えるようにと

いうようなことなんかもあって、条例的には広

く使えるような解釈もできるというふうになっ

ておりますね。そこの部分というのは、この管

理費用の中には含まれていないと思うのですけ

れども、どうですか。 

○佐々木榮七委員長 蜂谷 潔文化生涯学習課長。 

○蜂谷 潔文化生涯学習課長 お答えいたします。 

  ただいま委員ご質問の件でありますけれども、

今まではといいますか、15年度までは文教の杜

の委託料につきましては650万円、そのほかに、

その文教の杜の、いわゆるＡ地区と言われる部

分でありますけれども、そこの環境整備、それ

について、70万8,000円、72万8,000円というふ

うなことで二本立てであったわけでありますけ

れども、このたび、こういった財政事情もあり

まして40万円をプラスして、全部環境整備の方

も委託をするというような形で690万円という

ふうな形で、今回予算を計上したところでござ

います。 

  ただ、郡役所の方の運営並びに管理につきま

しては、こういうふうな、当面、現行の文教の

杜のながいの方に委託をするということで、予

算措置の方はまだ当面しないというような形で

進めてまいりたいというふうなことで考えてお

るところでございます。ただ、時間、いわゆる
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４時半以降の使用につきましては、施行規則の

中でただし書きがございまして、許可を得て使

用することができるというふうになっておりま

すので、そこで、何とか逃れられるのかなとい

うふうには考えておりますけれども、ただ、本

当に頻繁に使用がなってくれば、これは当然市

当局の方とも協議をしながら、今後の対応を進

めていかなければいけないのかなというふうな

ところでは考えているところでございます。 

○佐々木榮七委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 今の答えですと、使用

できるような解釈の仕方もできるけれども、だ

けど、具体的に使おうとすれば、かぎの管理や

何かあるわけですから、かぎや、冬場であれば

暖房、暖房器具はもちろん今入っていないわけ

ですけれども、冷暖房器具はないですね。 

  ただ、施錠と電気の関係だとかというのは、

具体的に言うと、今の答弁ですと５時以降は使

えないですね。管理する責任体制がとれないわ

けですから、そういうふうにならないですか。

それぞれの地区公民館なんかはわかっていると

思いますけれども、近くの人にかぎの保管をお

願いしているのですよね。利用報告書もそこに

かぎと一緒に出すようにしているのですね、そ

れぞれのところ。私のところは、そういうふう

になっていますし、そういう体制がとれない限

り、今の話ですと、開館時間は５時までですね。

それ以降については、管理体制がない中で貸す

というわけにはいかないのだと思いますね。そ

こは早いうちに私は確立しなければいけないの

ではないかというふうに思うのですけれども、

どうですか。 

＋

○佐々木榮七委員長 蜂谷 潔文化生涯学習課長。 

○蜂谷 潔文化生涯学習課長 お答えいたします。 

  ただいま委員のご質問でございますけれども、

先ほど申し上げましたように、690万円の委託

料というふうな中で、環境整備も含めて、Ａ地

区の方は環境整備というふうなことになります

けれども、そのＢ地区、いわゆる旧郡役所の管

理運営につきましては、現在の文教の杜ながい

の職員の体制の中で、当面お願いをするという

ふうなことで、使用頻度が全然今の状態ではわ

からないわけでありますので、当面、現行の職

員でやっていただきたいということでお願いを

したところでございますというところで、例え

ばでありますけれども、４時半以降、２時間使

用したいというふうなことであれば、許可を得

て、それで文教の杜ながいの職員の方にその部

分をお願いするということで、あと、時間のい

ろいろな設定については、文教の杜ながいの方

で考えていただくことになるかと思いますけれ

ども、そういったことで現行の職員の体制のま

までお願いをしたいということで、理事会の方

にはお願いをしたところでございます。 

○佐々木榮七委員長 17番、蒲生吉夫委員。 

○１７番 蒲生吉夫委員 余りちゃんとした管理

体制にならないのだなという感じがしますけれ

ども。もともと、ここの整備というのは、16年

度と17年度で整備すると、私の質問に対して答

えているのですよね。違いました、15年度と16

年度にわたって整備をするというふうにしてい

たので、私はこの４月から新装オープンすると

は考えていなかったのです。残っていますね。

しなければならないところが、まだ工事そのも

のが。２月の何日かに見てきましたけれども、

ヘルメットをお借りして。ここの部分はまだ仕

事をしていない部分というふうに残っています

ね。今回この整備になっていないのですよ。だ

から、オープンするといっても、言ってみれば、

仮オープン的なんだと思いますね。その意味で

は、徐々に体制を整えていくしかないのかもし

れないけれども、少なくても夜の部分は、申し

込みがあれば、文教の杜の現在の職員が施錠し

に来てくれるというふうになると思いますけれ

ども、そこはやはりもうちょっとちゃんとしな

ければいけないのではないでしょうかね、そこ
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の部分は。財産ですから、やはり、そこはちゃ

んとしていかないと。整備は整備で、16年度で

しようとしていた部分というのは、今年度の予

算はないわけですからしないですね。しないわ

けですが、今後その計画も含めて立てていかな

いと、実際市民にどうぞ使ってくださいと。４

時半以降については、使う人がいれば、言って

みればボランティア的に、それ以降の部分を文

教の杜の職員が夜来て施錠するぞと。終わる時

間に見計らって来るぞと。こういうことであれ

ば、使う方だって気がかりで大変なのではない

かと思うのですね。 

＋ ＋

  私は、やはり地区公民館なんかもそうなんで

すけれども、必ずしもその時間で会議がぴたっ

と終わるだとか、そういうふうに使えばですね、

限らないですよね。例えば、８時に終わる予定

としていて、８時半までかかる場合があるし、

９時までかかる場合があるし。そういう意味で

は、余り気遣いしないで使えるような体制を早

急に整えていく必要があるのではないかという

意味でお聞きしたいと思います。 

○佐々木榮七委員長 蜂谷 潔文化生涯学習課長。 

○蜂谷 潔文化生涯学習課長 お答えいたします。 

  確かに委員おっしゃられたとおり、そういっ

た不安なところもあるわけでございますけれど

も、当面の間、現行の体制で進めていきたいと

いうふうには考えております。ただ、その頻度

が非常に上がった場合、これは当然、今の現行

の職員体制では当然無理がかかってくるという

ふうなことも十分承知しておりますので、その

辺のところについては、早急に市当局の方と相

談をしながら、協議をしながら、何らかの対応

を進めていかなければならないのではないかな

というふうに思っております。 

  ただ、その際に、市の方での管理ばかりでな

くて、市民団体といいますか、そういった方々

のお力をお借りしながら、サポーター的なそう

いったことなどもお願いしながら、協力をいた

だきながらやるような形なども模索をしながら、

検討していきたいというふうに考えております。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 107ページ、図書館費

に少しお尋ねいたしますが、図書館費の図書購

入費300万円、何年前でしたか500万円というと

きがありましたよ。平成14年が430万円、15年

が350万円、そしてこのたびは300万円。図書館

長、どうお考えですか。そしてまた、こうなり

ますと、どのような利用者にどういう影響が出

ますか、お聞きいたします。 

○佐々木榮七委員長 平 進介図書館長。 

○平 進介図書館長 図書購入費につきましては、

平成16年度300万円ということで、350万円から

50万円の減額になっております。ここ四、五年

だと思いますが、金額、図書購入費につきまし

ては350万円のままきておる状況です。図書購

入費、いわゆる本代が350万円で、そのほかに

新聞紙等の資料購入費ということで、恐らく

430万円というふうな数字だと思いますが、平

成15年度の予算でいきますと、図書購入費が

350万円、それから新聞等の資料購入費が70万

円で、420万円の予算というふうになっており

ます。今回50万円の減額というふうなことにな

っておりまして、この部分につきましては、先

ほど来お話がありましたように、財政的な事情

というようなところもありますが、この件で図

書館といたしましては、市民のバロメーターと

いうふうな点から申しますと、非常に残念だと

いうふうに思っておりますし、この部分で、選

書の部分でもかなり工夫をしながら、市民の利

用の方々にこたえていかなければいけないとい

うふうに考えているところです。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 私は特に夏休みですね、

親子が図書館いっぱいに、あそこの子供の本の

コーナーを利用している。そしてまた、さらに

３階ですか、読書室、そこも利用する。どうし
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て利用しているかというと、もちろん多様な本

があるということと、環境が非常に涼しくてい

いというふうなこともあるし、自宅から離れて

図書館でゆっくり勉強できるということもある

と思うのです。 

  いずれにしても、この50万円の削減というの

は、どこに一番大きなしわ寄せがいくかといい

ますと、私はそうは一概には言えないと思いま

すが、一番大きいのではないかと思われるもの

は、子供の本にいくのではないかと。子供の本

の問題では、ときどきこういう話を聞くのです。

本棚に目指す本がないと。母親の方ですかね。

予約、予約というふうな実態で、子供にはとて

も予約は無理なのだと。今ほしいというふうな

ことですからね。だから、どうしてもこの図書

費を増額してもらえればなというふうな意見を

お聞きするわけです。 

  せっかくの子供の読書環境には、今のところ

はすばらしい。あそこを除いてはないわけであ

りますし、子供の心をとらえる本というふうな、

この本の整理の仕方、あるいは蔵書の仕方につ

いても、非常に子供たちに本の楽しさ、あるい

は喜びをつくる、出会いづくりの場というふう

に思うのです。そういう点でも、やはり今子供

の本の出版は大変な勢いでありますが、今のこ

の感動を子供に伝えていくといふうなことでは、

50万円という金額でははかれない、そういうふ

うな大きなものがあるのではないかと。それを

さらに後退させるというふうな、しかも子供に

ついて一体どういふうに考えてこれを削減され

たのか、市長にお聞きいたします。 

＋

○佐々木榮七委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 座談会等でも、図書の選定は図

書選定委員会ということで選定をしていただい

ておりますが、いろいろな議論があります。例

えば、今、本では文藝春秋、芥川賞なんかとっ

たのは100万部を超えている。あるいは「バカ

の壁」という養老孟司さんのは300万部を超え

たとか、そういう本がないのはおかしいと。こ

ういうふうにベストセラーなんかもそろえてほ

しいと、こういうのもありますし、いや、そう

いうのは個人で買えと。各家庭で買えない辞書

だとか、そういう資料的なのを整備してほしい

というような意見もありました、座談会等でで

すね。これは、今の藤原委員のご発言も十分に

図書館長聞いているわけですから、そういった

意見も市民の皆さんの中から、あるいは議会の

皆さんの中からあるよということで、選定をい

ただきたいというふうに思います。 

  確かに活字離れではありますが、爆発的に売

れるのもあったのり、一概に私も言えないと思

いますし、活字が大事だというふうに、我々は

活字世代でありますから、そう思いますが、財

政との兼ね合いをみながら十分に配慮をしてい

きたいというふうに思います。 

○佐々木榮七委員長 １５番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 この件について、図書

館協議会あたりでは、この予算の問題ももちろ

ん話し合われたと思うのですが、どのようなご

意見があったのか。それと、今、市長がおっし

ゃられた辞書とか専門書を中心にあそこに入れ

るべきだというふうな意見も、当然それは全国

的にはありますよ、それはね。しかし、長井市

の図書館の場合も、そういうふうなご意見が多

いのか。絶対数が長井は少ないのですから、そ

の点ではどのようなご意見が交わされているの

かお聞きをいたします。 

○佐々木榮七委員長 平 進介図書館長。 

○平 進介図書館長 図書館協議会につきまして

は、３月２日に今年度最終の協議会を開催して、

今年度の事業、それから16年度の事業計画の予

算等についてご説明申し上げたところでござい

ます。16年度の当初予算と申しますか、図書購

入費につきましては、委員の皆さんもその選定

方法にいろいろ配慮しながら、確かに予算はた

くさんあればいいわけですけれども、長井市の

―２９９― 



 

＋

財政事情についても考慮されているというふう

に思われるのですが、そうした面で手法がない

のかなというふうな、ちょっとそういった感じ

のご意見などもあったように思います。 

  それから、図書の選定の中の辞書なり専門書

の購入につきましては、この部分については、

非常に図書館としても専門書については難しい

面があるというふうに思います。年間で300万

円と申しますと、大した金額ではない。長井市

の図書館レベルでいきますと、大体500万円ぐ

らいが相当だというふうな話もございますので、

まだまだ足りない予算費ではあるというふうに

思います。 

＋ ＋

  基本的には力を入れていきたいというふうに

考えておりますのは、小・中学校の総合学習、

完全週５日制の導入とともに、そういったこと

も始まっておりますので、そういった部分での

その辞書、辞典、全集、そういったもの、それ

から、ブックスタートによります絵本とか、小

さい子供向けの本、こういった部分についても

力を入れていきたいというふうに考えておりま

す。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 特に希望したい予算が

減額になったのに希望するというのは気の毒な

のですが、特に郷土出版ですね。この出版物に

ついては、ぜひ目を光らせて購入していただき

たいものだと。ご紹介申し上げますが、漫画本

なんですが、東京の有名な出版社から長井市出

身の方が出版しておられるのですね。そういっ

た本などもぜひ出版の目録の中にあると思いま

すから、そういったこともあるし、それから、

最近目をみはるのは、白鷹、飯豊の出版会です

ね。ぜひああいうふうな出版も予算の範囲の中

で購入していただきたいと、こういうふうに思

うわけです。 

  それから、次に109ページですが、市民文化

会館費について少しお尋ねをいたします。最初

に、この会館費の委託料の中に書かれておりま

せんのです。ゼロになったから書かれておらな

いのですが、この市内の小・中学校音楽教室と

いうのがあったのですね。去年は204万円のあ

れで、毎年音楽と演劇の教室をやっておったの

です。ことしはゼロになったと。これは一体ど

ういうふうなわけでゼロというふうになったの

か。これに関して、学校長会あたりで何かお話

が出ていないか、教育長にお尋ねをいたします。 

○佐々木榮七委員長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 ご指摘のように、児童・生徒

一人700円という予算措置をしていただいて、

今まで音楽教室と演劇教室と、毎年交互に実施

してきたものであります。校長会の方からは、

引き続き予算措置をお願いしたいという要望は

出されておりました。ただ、16年度については、

先ほど来お話になっているように、財政事情が

非常に厳しいので、16年度はまず我慢していた

だいてというふうにお願い申し上げたところで

ございます。校長会と市長との教育懇談会を開

催されまして、市長もそのことについて校長会

からの要望を受けた形でお話されております。

その中身は、今申し上げたように、16年度はち

ょっと財政的に厳しいので、我慢をしていただ

きたいと。17年度については見直しをしましょ

うと、また復活というようなことも考えていき

ましょうということで、市長みずから校長会の

方に答弁をしておりますので、私も17年度に向

けては大いに期待をしているところでございま

す。 

  以上でございます。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 子供たちが最低年１回

生の舞台を鑑賞するという機会を、市がそれで

とっているというふうなことは、文化会館あっ

てこそなのですね。文化会館を持っても、それ

を実施していないところももちろんありますけ

れども、長井市の場合、幸いずっと毎年演劇と
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音楽を恐らく交互にやってきたのではなかった

かな、あるいはそうでなくも、いずれにしても

生の専門的な芸術家による舞台の鑑賞というこ

とで、非常に大きな影響を与えて、子供らの成

長にもプラスになったのではないかと、きっと

なっていると。小・中学生、高校生も含めてあ

ったのですが、そういったチャンスを今途絶え

させると。しかもその途絶える理由も、たった

200万円そこらですよ。これで子供の芸術文化

に接する鑑賞の機会を保障するという文化行政

が途絶えると、１年はね。来年はどうなるかわ

かりません。途絶えるというふうな、こういう

ことについては、一体それでいいのかと。もう

１回教育長にお聞きをいたします。 

○佐々木榮七委員長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 私も今まで予算措置していた

だいて実施してまいりましたので、一年限りと

はいうものの、１年間途絶えてしまうと、中止

になってしまうということは、大変残念に思っ

ているところです。それの代替措置ということ

ではございませんが、小規模校を中心にして、

小規模校音楽教室であるとか、あるいは、松坂

世紀財団の福田直樹ピアノコンサートであると

か、無償でできたり、あるいは100円から200円

ぐらいで実施できるものもありますので、そう

いったようなもの、もし希望があればそれぞれ

の学校に薦めたいというふうに思っております

し、また、「東京芸大オーケストラと第九を歌

おう」という授業も予定されておりますが、当

日は有料でということになりますけれども、前

日、あるいは前々日あたりリハーサルが行われ

るわけで、そういったところを子供たちに開放

して、一つの作品をつくりあげるその過程なん

かも子供たちに触れていただければと、そんな

ふうに思っているところでございます。 

＋

  以上でございます。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 せっかく公立文化施設

連絡協議会、全国のこの協議会に負担金を出し

て、そしていろいろな情報を全国から集めると

いうふうな、そういう活動も文化会館ではやっ

ておるわけで、そこからいろいろな情報を得て、

できるだけ質のいい、しかも安くこれを鑑賞の

機会を与えるというふうなシステムを、今回が

打ち切りというふうなことでは残念なことで、

ぜひ来年につなげてもらいたいものだというこ

とを申し上げます。 

  それから、その次に、自主事業委託料109ペ

ージに、730万円が載っておりますが、これは

「東京芸術大学オーケストラと第九を歌おう」

というふうなことで組まれたようでありますが、

この企画にあたって、どのような検討が、どこ

でなされて、これが決定になったのか。その辺

を文化会館長にお聞きをいたします。 

○佐々木榮七委員長 平 正行市民文化会館長。 

○平 正行市民文化会館長 お答え申し上げます。 

  「東京芸大オーケストラと第九を歌おう」に

つきましては、この730万円のうち540万円を充

てる事業であります。ここまで至った経過を若

干申し上げなければなりませんが、さかのぼる

こと10年前、山形県主催でありましたのですが、

2,000人規模の第九を歌おうという企画がござ

いまして、長井からも相当の方々がおいでにな

りました。参加費を2,000円払って、山形の大

きな体育館で公演をなされました。その思いが

ずっと合唱団を中心にございました。 

  私が平成12年に文化会館館長を拝命して以来、

文化会館そのものを考えた場合、やはり1,016

人入るホールに特徴を見出す、そこで受ける感

動そのものが生み出されるホールとして、最重

要の事業と位置づけて、これまでやってきてお

ります。 

  平成12年には、ばんどｄｅオペラコンサート、

これは長井高校のバンドと地元の合唱団、そし

て、昨年、長井でオペラコンサート、これは米

沢フィルハーモニープラス合唱団、米沢の合唱
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団さんもご参加いただいてやっておりますけれ

ども、こういった部分の地域芸術文化創造事業

という柱をつくりながら、進めてまいってござ

います。 

＋ ＋

  また、もう一方、公演と申しますか、日舞、

そういった部分で芸術祭を中心に四季讃歌事業、

そういった部分の事業も実施してまいりました

が、地域の方々と一緒にやるというのが、最大

の事業としてとらえております。こういった

「ばんどｄｅオペラ」等、主に音楽団体との調

整になるわけですが、今、非常に音楽団体が活

性化しておりまして、その強い要望がやはり第

九を歌いたいんだと。もう私が要望を受けたの

は平成12年でございました。ただ、そう簡単に、

やはり第九を、70分のシンフォニー第九番です

けれども、その中のたった十二、三分なんだそ

うです、合唱について。ただ、そこまで仕組む

までは相当の技量と、やはり練習、あとは音楽

団体全体の盛り上がりが必要という部分で、こ

れまでいろいろな部分の活動をやってまいりま

した。ようやく16年度、ここに至ったわけです

が、たまたまという言葉は語弊がございますけ

れども、市制施行50周年ということでございま

す。本当にぴったりの事業かなということで考

えてまいった次第です。これまでの大きな流れ

の中で、音楽団体を中心に検討を加えて、この

事業の計画となった次第です。 

  以上です。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 こういう芸術文化事業

が市民に、あるいは団体にも大きな影響を与え

るということで、市が支援していくということ

は非常に大事なことだと思うのですね。ただ、

支援に当たって、私は大事なところは、市民が

主人公であると。行政は黒子に徹するというふ

うなことが、やはり大事な鉄則でないかと思う

のですね。 

  去年でしたか、文化芸術基本法というのが制

定されたのですね。そこで厳しく言っているこ

とは、芸術文化活動の内容に行政は介入しない

と。これを非常に厳しく言っていると。同時に、

もちろん国及び地方公共団体は、自由な創造と

協議を国民の権利として保障するのだと。同時

に、だからといって、お金を出して口も出すと

いうことはするべきでないということを芸術基

本法という中ではっきりと明記しています。 

  私、今、館長の話をお聞きして、ごもっとも

というところがいっぱいあるのですが、同時に、

やはり気になるのは、芸術文化団体は長井市に

もたくさん、いろいろな分野があるのですね。

音楽団体が今活性化していると。確かにそれは

「ばんどｄｅオペラ」とか、あるいはさまざま

な活動をやっておられると。これからは、３月

でしたか４月でしたか「竹とんぼコンサート」

なんかも予定しているとか、いろいろなあれが

あるのです。しかし同時に、そこまではいかな

くとも、それぞれの形でさまざまな公演だけで

なくて、展示の団体、お花の団体とかお茶の団

体とか、さまざまな団体があるのですね。そこ

でこういった内容のものを決定するに当たって

は、いろいろなご意見をお聞きして、そして、

皆さんの総意として決定されるというふうなこ

とが一番望ましいわけです。現に、例えばこの

東京芸大と第九を歌うというふうなことになり

ますと、予算を見ますと入場料が幾ばくかあっ

て、それが収入の一つの源泉になっているとい

うことになりますと、そういう方々にも前売り

券の売りさばきをお願いするわけでしょう。お

願いするわけだね。そうすると。こういう方々

は、今回の予算では、芸術文化事業、芸術祭、

あるいはまた、文化協会の補助金をゼロと、ま

るきりカットされているわけです。しかし、入

場券を売りさばかなければいけないのかという

ふうなことで、やはり運営にも大きな影響を与

えるのではないかと心配するのですが、その件

について文化協会あたりでは、あるいはまた自
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主事業の運営委員会では、どのような話がなさ

れたのかお聞きいたします。 

○佐々木榮七委員長 平 正行市民文化会館長。 

○平 正行市民文化会館長 お答え申し上げます。 

  文化会館運営審議会でのお話でございますが、

確かに展示部門の事業がなかったり、偏り部門

がございます。芸大の部分につきましては、確

かに非常に大きな事業でありまして、入場料を

いただきながらということになるわけですが、

実は移動県民会館、県の総合交付金、あと地域

活性化センターから助成をいただくお金も含め

て、芸大の開催費の計画として、実行委員会ベ

ースの計画といたしましては、750万円を見込

まなければなりません。この金額につきまして

は、昨年、主管の実行委員会でやられました芸

大のコンサートがあったわけですけれども、そ

ういったものをもとに、文化会館のステージを

仮設で伸ばしながら、700名ほどのホールに改

修をするものです。合唱団が200名、オーケス

トラが90名ほどでしょうか。あとは、月１ぐら

いに学校の方から、教授に合唱の指導においで

いただくなりの３日間の事業ではありますが、

半年を通した指導もあります。 

＋

  また、もう一つ大きな部分で、交流事業のと

らえございまして、米沢、南陽、高畠の合唱の

部分との交流、一緒に一つのものをつくり上げ

るという部分の大きな目的もございまして、ご

理解をいただいたところです。 

  確かにおっしゃるとおり、展示部門の部分が

薄いわけですが、やはりこれも状況を見ながら、

文化会館はエレベーターがなかったり、非常に

展示には残念ながら昨今適さない。壁面を利用

した展示、逆に外に出て文教の杜のであったり、

今回４月以降開館をいたすわけですが、郡役所。

こういったものを使った展示、こういった方を

考えたらどうかということで、実は置賜文化フ

ォーラム、三市五町で文化事業をやるわけです

が、そちらの方で、例えば現代工芸展など、そ

ういった企画をこれから立ち上げようとしてい

るところでございます。 

  以上でございます。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

○１５番 藤原民夫委員 だから、これからのあ

れ、今、話が出ましたが、行政は芸術文化団体

への内容への行政的な介入は控えると。これが

原則だということなのですよ。これをもっと徹

底しないと、文化会館長が中心になっているの

かというふうなことに思われますと、これは大

変なことになりますから、いろいろな方のご意

見もお聞きして、これならということで市民が

総参加でこれを応援して、50周年記念に花を添

えるというふうなことにしないとうまくないと

いうふうに思います。同時に、音楽であれば、

同じ市の予算で、文化会館費にはないのですが、

山形交響楽会といいますか35万5,000円も負担

しているのですよ。山形交響楽団の運営の長井

市の負担金として35万5,000円も負担している。

しかし、先ほど来お聞きしますと、子供の音楽

教室もない、今まで交響楽団の公演もあったの

ですかね、何も、今お聞きしますと、ここから

の別に援助といいますか、ご指導いただいたり

したというふうなことも聞かない。35万5,000

円出しっ放しというふうにしか思えないような

内容ではないかというふうに思うのです。こう

いう点では、やはりうまくないのではないかと。

実際にどういう内容で、この山形交響楽団との

交流、つき合いがなっているのですか。 

○佐々木榮七委員長 平 正行市民文化会館長。 

○平 正行市民文化会館長 お答え申し上げます。 

  芸術文化費でございますので、文化会館費に

は補助金はついてございませんが、実績を申し

上げますと、昨年の小・中学校の音楽教室につ

きましては、山形交響楽団においでいただいて、

演奏会を催していただきました。 

  あと、もう一つ、企業局の提供で、山形交響

楽団の演奏会がございました。なお、交響楽団
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＋

につきましては、県に一つのオーケストラでご

ざいまして、各県にあろうかと思いますけれど

も、それに対する助成というとらえかと思いま

す。 

  また、市町村に対してましては、芸術文化関

係では、山形県の総合交付金の中に、こういっ

た補助メニューがございます。山形交響楽団を

誘致した場合の補助メニューです。また、教育

長サイドでもございます。 

  以上でございます。 

○佐々木榮七委員長 15番、藤原民夫委員。 

＋ ＋

○１５番 藤原民夫委員 市長にお聞きいたしま

すが、この文化芸術基金法ですね。これは芸術

文化活動が戦前、戦意高揚ということで奉仕さ

せられたというふうな苦い反省に立って、戦後

は憲法に表現の自由ということが明確に記され

たわけで、それをどのように発展させ、商業的

には成り立ちにくい、そういうふうな、あるい

は市場の採算性には成り立ちにくい、そういう

ふうな芸術文化活動に対する公的支援のあり方

を決めた文化芸術基本法でありますので、この

基本法をやはり市の芸術文化振興の中にも、し

っかりと１本の線を入れた、そういう行政の進

め方がどうしても必要ではないかと。今お聞き

しますと、その辺につては若干疑義があるので

はないかというふうに質問をいたしておるので

すが、市長の考えをお聞きいたします。 

○佐々木榮七委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 市民の皆さんが主役で、そして

文化会館等がまさに黒子というか、サポートを

していくというふうに、私はそれは大事だと思

っておりますし、そういうふうにやってきたと。

よくやっているというふうに私は思っておりま

す。 

○佐々木榮七委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、９款から

13款までの質疑を終結し、議案第１号の質疑を

終結いたします。 

 

 

  議案第２号 平成１６年度長井市国 

  民健康保険特別会計予算についての 

  質疑 

 

 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第２号、平成16

年度長井市国民健康保険特別会計予算の１件に

ついて、質疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

  ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 市長の言う「元気な長井

のまちづくり」それを担うのは、市民の健康で

あるわけでございますので、この点について少

しお聞きをしたいなと。市民課長にまずお聞き

をしたいなと思います。 

  保険税額が前年より減って、保険給付費がふ

えると。そして繰入金でそれを補うというよう

な、非常に単純でわかりやすい予算書であるわ

けでございますけれども、この税額が減る要因

というか原因について、ひとつお聞きをいたし

たいと。 

  それから、給付費は、ふえることは大体予想

はつくのでございますけれども、それを補う繰

入金の中身についてもお聞きをいたしたいと思

います。 

○佐々木榮七委員長 小泉良一市民課長。 

○小泉良一市民課長 お答えをいたしたいと思い

ます。 

  まず、保険税額が減少する要因というふうな

ことでございますが、近年の不況等に伴います

所得の減少というふうなことがございまして、

課税対象所得額が減少しております。また、課

税対象所得額を算定する方法も変わってまいり

まして、そのことが減少につながっているとい
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うふうに考えております。 

  さらに、収納率の低下という部分もございま

して、あわせてお答えをしたいというふうに思

います。 

  あと、繰入金の中身というふうなことでござ

いますが、それにつきましては、まず４点ござ

いまして、１点は出産費の一時金の繰り入れで

ございます。それから事務費分の繰り入れでご

ざいます。それから財政安定化支援分というふ

うなことの繰り入れでございます。そして一番

大きなものとしましては、保険税の基盤安定分

でございまして、それは低所得者に対します保

険料の軽減分を公費で補うものでございます。

それから、さらに保険者の支援分というような

ことで、あわせて基盤安定ということによって

おります。 

  この中で、出産費一時金という部分と保険基

盤分につきましてはルールがございますが、そ

のほかの事務費及び財政安定化支援分につきま

しては、ルールということではなくて、財政課

にお願いをして、なるべく多くいただいている

というふうなことでございます。 

＋

  以上でございます。 

○佐々木榮七委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 そうしますと、保険税の

減少に今説明を受けた状況では、なかなか歯ど

めをかける要素が見当たらないように聞こえる

わけでございますけれども、何としてもこれを

努力をしていかなければジリ貧になっていくと

いうのは目に見えているわけで、この点につい

ても努力をできる範囲、あるいは努力をしてい

かなければならない、あるいは可能な点につい

て、まず１点お聞かせをいただきたいと思いま

す。 

○佐々木榮七委員長 小泉良一市民課長。 

○小泉良一市民課長 お答えをしたいと思います。 

  保険税を上げる努力というふうなことは、税

務課さんとセットに、一緒になってやっている

わけでございますが、財政で赤字が現在も出て

いるわけでございますが、国庫会計の繰り越し

分で今まではその部分を賄ってきたところでご

ざいます。15年度に至りましては、その繰り越

し分１億3,000万円ほどあったものが、それも

使い果たして、いよいよ基金に手をつけるとい

うふうな状況になりつつございます。補正でそ

のことはご説明をしたところでございます。 

  その残りの基金を取り崩していくというふう

なのがこれからのことになりますが、しかし、

取り崩せば３億7,300万円なり部分が底をつく

ということでございますので、保険税の改定と

いうことが必要かというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○佐々木榮七委員長 ７番、町田義昭委員。 

○７番 町田義昭委員 今の保険税の改定と最終

的な言葉が出たわけでありますけれども、この

点につきましても、やはり昨今の経済情勢等を

かんがみても、その点だけは何としても避けて

いただきたいなというふうに思いますので、今

後も努力をいただきたいというふうに思います。 

  終わります。 

○佐々木榮七委員長 ほかにございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 ほかに質疑もないので、議

案第２号についての質疑を終結いたします。 

 

 

  議案第３号 平成１６年度長井市部 

  品調達特別会計予算についての質疑 

 

 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第３号、平成16

年度長井市物品調達特別会計予算の１件につい

て、質疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

―３０５― 



 

＋

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、議案第３

号についての質疑を終結いたします。 

 

 

  議案第４号 平成１６年度長井市公 

  共下水道事業特別会計予算について 

  の質疑 

 

 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第４号、平成16

年度長井市公共下水道事業特別会計予算の１件

について、質疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、議案第４

号についての質疑を終結いたします。 

 

 

＋ ＋  議案第５号 平成１６年度長井市老 

  人保健医療費給付事業特別会計予算 

  についての質疑 

 

 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第５号、平成16

年度長井市老人保健医療費給付事業特別会計予

算の１件について質疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、議案第５

号についての質疑を終結いたします。 

 

 

  議案第６号 平成１６年度長井市山 

  形鉄道運営助成事業特別会計予算に 

  ついての質疑 

 

 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第６号、平成16

年度長井市山形鉄道運営助成事業特別会計予算

の１件について質疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、議案第６

号についての質疑を終結いたします。 

 

 

  議案第７号 平成１６年度長井市農 

  業集落排水事業特別会計予算につい 

  ての質疑 

 

 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第７号、平成16

年度長井市農業集落排水事業特別会計予算の１

件について質疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、議案第７

号についての質疑を終結いたします。 

 

 

  議案第８号 平成１６年度長井市訪 

  問看護事業特別会計予算についての 

  質疑 

 

 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第８号、平成16

年度長井市訪問看護事業特別会計予算の１件に

ついて質疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、議案第８

―３０６― 

＋



 

号についての質疑を終結いたします。 

 

 

  議案第９号 平成１６年度長井市介 

  護保険特別会計予算についての質疑 

 

 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第９号、平成16

年度長井市介護保険特別会計予算の１件につい

て質疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、議案第９

号について質疑を終結いたします。 

 

 

  議案第１０号 平成１６年度長井市 

  水道事業会計予算についての質疑 

 ＋
 

○佐々木榮七委員長 次に、議案第10号、平成16

年度長井市水道事業会計予算の１件について質

疑を行います。 

  歳入歳出の全部についてであります。 

  ご質疑ございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木榮七委員長 質疑もないので、議案第10

号についての質疑を終結いたします。 

  以上で、平成16年度各会計予算に対する質疑

は、全部終了しました。 

  これより各会計予算に対する討論、表決であ

りますが、ご意見のある方は本会議においてご

発言いただくこととし、この際、討論を省略し、

直ちに採決に入ります。 

  まず、議案第１号、平成16年度長井市一般会

計予算の１件について採決いたします。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立多数） 

○佐々木榮七委員長 起立多数であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第２号、平成16年度長井市国民健

康保険特別会計予算の１件について採決いたし

ます。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第３号、平成16年度長井市物品調

達特別会計予算の１件について採決いたします。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第４号、平成16年度長井市公共下

水道事業特別会計予算の１件について採決いた

します。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第５号、平成16年度長井市老人保

健医療費給付事業特別会計予算の１件について

採決いたします。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第６号、平成16年度長井市山形鉄

道運営助成事業特別会計予算の１件について採

決いたします。 

―３０７― 



 

＋

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第７号、平成16年度長井市農業集

落排水事業特別会計予算の１件について採決い

たします。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第８号、平成16年度長井市訪問看

護事業特別会計予算の１件について採決いたし

ます。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

＋ ＋  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第９号、平成16年度長井市介護保

険特別会計予算の１件について採決いたします。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  次に、議案第10号、平成16年度長井市水道事

業会計予算の１件について採決いたします。 

  本案に賛成の委員の起立を求めます。 

   （起立全員） 

○佐々木榮七委員長 起立全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

  以上で、本予算特別委員会に付託になりまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 

  なお、来る23日の本会議における、本委員会

審査報告の文案につきましては、私に一任くだ

さるようお願いをいたします。 

 

 

    閉     会 

 

 

○佐々木榮七委員長 予算特別委員会は、これを

もって閉会いたします。 

  ご協力ありがとうございました。 

 

 

   午前１１時３３分 閉会 

―３０８― 

＋


